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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】血漿中のアミノ酸濃度と精神疲労の関連性について検討した。 
【対象】健常成人９名（平均27.4歳、女性４名、男性５名）を対象とした。 
【方法】精神疲労負荷試験と非疲労負荷試験（リラックス状態）を一ヶ月の間隔をあけて行い、それぞれの試
験当日の朝、試験後および翌朝の３ポイントで、Visual analogue scale（VAS）による主観的疲労感の評価と
採血検査を行った。精神疲労作業には、前頭葉機能の動員が必要なAdvanced trail making test、仮名拾いテ
ストおよび鏡像模写テストを用いて、計８時間これらのテストを繰り返し行った。非疲労負荷試験では、読書、
ビデオ鑑賞や会話をすることで、なるべく被験者が８時間リラックスできるようにした。 
【結果】精神疲労負荷後のVASは、リラックス状態と比較して有意に増加した。疲労負荷後の翌朝のVASは、リ
ラックス状態の翌朝と比較して有意な差はみられなかった。20種類の血漿中のアミノ酸のうち、バリン、ロイ
シン、イソロイシン、チロシン、システイン、メチオニン、リジンとアルギニンの濃度は、疲労負荷後にリラ
ックス状態よりも有意に減少した。疲労負荷後の翌朝も、依然としてシステインとリジンの濃度は、リラック
ス状態の翌朝よりも減少した。 
【結論】精神疲労により減少した血漿中のアミノ酸は比較的、血液脳関門を通過し脳内に移行しやすいもので
あった。これらのアミノ酸濃度の減少は、様々な蛋白の合成だけでなく、長時間の精神疲労負荷作業による神
経活動の亢進に伴い、神経伝達物質の合成に必要なバリン、ロイシン、イソロイシンやチロシンの消費が亢進
したことや、疲労時における抗酸化物質としてのシステインやアルギニンの消費が亢進したことを示唆する。
本研究は、血漿中のこれらのアミノ酸濃度が、精神疲労のバイオマーカーとして有効である可能性を示したと
考えられる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
これまでに、ヒトを対象とした肉体疲労とアミノ酸に関する研究は数多く報告されているが、精神疲労とア
ミノ酸との関連性については殆ど検討されていない。 
我々は、健常成人９名（平均27.4歳、女性４名、男性５名）を対象に、精神疲労負荷試験と非疲労負荷試験
（リラックス状態）を一ヶ月の間隔をあけて行い、それぞれの試験当日の朝、試験後および翌朝の３ポイント
で、Visual analogue scale（VAS）による主観的疲労感の評価と採血検査を行った。精神疲労作業には、前頭
葉機能の動員が必要なAdvanced trail making test、仮名拾いテストおよび鏡像模写テストを用いて、計８時
間これらのテストを繰り返し負荷した。非疲労負荷試験では、読書、ビデオ鑑賞や会話をすることで、なるべ
く被験者が８時間リラックスできるようにした。 
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精神疲労負荷後のVASは、リラックス状態と比較して有意に増加した。疲労負荷後の翌朝のVASは、リラック
ス状態の翌朝と比較して有意な差はみられなかった。20種類の血漿中のアミノ酸のうち、バリン、ロイシン、
イソロイシン、チロシン、システイン、メチオニン、リジンとアルギニンの濃度は、疲労負荷後にリラックス
状態よりも有意に減少した。疲労負荷後の翌朝も、依然としてシステインとリジンの濃度は、リラックス状態
の翌朝よりも減少した。 
精神疲労により減少した血漿中のアミノ酸は比較的、血液脳関門を通過し脳内に移行しやすいものであった。
これらのアミノ酸濃度の減少は、様々な蛋白質の合成だけでなく、長時間の精神疲労作業による神経活動の亢
進に伴い、神経伝達物質の合成に必要なバリン、ロイシン、イソロイシンやチロシンの消費が亢進したことや、
疲労時における抗酸化物質としてのシステインやアルギニンの消費が亢進したことを示唆する。 
本研究は、血漿中のこれらのアミノ酸濃度が、精神疲労のバイオマーカーとして有効である可能性を示し、
今後の疲労研究にも大きく貢献するものと考えられる。したがって、本研究は博士（医学）の学位を授与する
に値するものと判断された。 
